
令和3年10月25日

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究所 燃料材料開発部

日本原子力研究開発機構大洗研究所（南地区）の
核燃料物質使用変更許可申請等について

照射材料試験施設（MMF）及び第2照射材料試験施設（MMF-2）における
核燃料物質の取扱い終了
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MMF の変更申請内容

MMF
①本文表2-1 場所別使用方法について、ガス分析室の記載を削除する。
②本文 7.使用施設の位置、構造及び設備について、使用施設の設備からガス分析室のグローブ
ボックスに係る記載を削除する。

③表7-4 グローブボックス等の概要について、負圧型グローブボックスの記載を削除する。
④本文図2及び5について、使用が終了したグローブボックスの記載を削除し、ガス分析室を

RIのみ使用する作業室に変更する。
⑤本文図9について、ガス分析室をRIのみ使用する作業室に変更する。
⑥本文図10について、ガス分析室をRIのみ使用する作業室に変更する。

核燃料物質等の使用が終了した設備（ガス分析室グローブボックス）について、記載の削
除等の変更を行う。主な変更内容は①～⑥のとおり。使用が終了したグローブボックスはRI
施設として使用を継続する。

【使用が終了した設備】
・ガス分析室グローブボックス

上記の設備削除において、施設の設計変更はなく、安全設計（閉じ込めの機
能、遮蔽・被ばく評価、火災等）に変更はない。
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③表7-4 グローブボックス等の概要について、負圧型グローブボックスの記載を削除する。
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表2-1 場所別使用の方法

①本文表2-1 場所別使用方法について、ガス分析室の記載を削除する。

7-3 使用施設の設備

②本文 7.使用施設の位置、構造及び設備について、使用施設の設備からガス分析室のグローブボックスに係る記載を削除する。

表7-4 グローブボックス等の概要









①本文表2-1 場所別使用方法について、No.3セル及びNo.4セルの記載を削除する。
②本文表2-2 各取扱場所の最大取扱量について、No.3セル及びNo.4セルの記載を削除する。
③本文表7-1 セルの構造について、No.3セル及びNo.4セルの記載を削除する。
④本文表7-2(2) セルの主要付属設備について、No.3セル及びNo.4セルの記載を削除する。
⑤本文

⑥本文図1及び9について、使用が終了したセルに係る記載を削除する。
⑦添付資料1 1.閉じ込めの機能について、No.3セル及びNo.4セルに係る記載を削除する。
⑧添付資料1 表2-1について、No.3セル及びNo.4セルに係る記載を削除する。
⑨添付資料1 表2-2及び2-3について、No.3セル及びNo.4セルに係る記載を削除する。
⑩添付資料1 図2-1について、No.3セル及びNo.4セルの使用終了に伴い線源位置を削除する。
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MMF-2の変更申請内容
核燃料物質等の使用が終了した設備（No.3セル及びNo.4セル）について、記載の削除等の

変更を行う。主な変更内容は①～⑩のとおり。使用が終了したセルはRI施設として使用を継
続する。
【使用が終了した設備】
・No.3セル
・No.4セル

上記の設備削除において、施設の設計変更はなく、安全設計（閉じ込めの機
能、遮蔽・被ばく評価、火災等）に変更はない。
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表7-1 セルの構造

③本文表7-1 セルの構造について、No.3セル及びNo.4セルの記載を削除する。

表7-2(2) セルの主要付属設備
④本文表7-2(2) セルの主要付属設備について、No.3セル及びNo.4セルの記載を削除する。

設備名称 機 器 名 称 数量 備 考

セル内モニタリング
設備 インセルモニタ 42式

管理区域内モニタリ
ング設備

γ線エリアモニ
タ
ローカルエリア
サンプリング装
置
室内ダストモニ
タ

5式
1式

1式 検出器 2ヶ所
吸引端 12ヶ所

排気中放射性物質
濃度測定設備 排気モニタ 1式

αダストモニタ
βγダストモニタ
ヨウ素モニタ
ガスモニタ

放射線測定器
1）移動型ダスト
モニタ
2）ハンドフッ
トモニタ

2台
1台以上

表7-5 主要放射線管理機器
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表2-2 各取扱場所の線源条件、遮蔽体及び評価条件

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

20 

 

 

200 

200 

200 

200 
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表2-3 各取扱場所のガンマ線及び中性子線に対する遮蔽能力

⑨添付資料1 表2-2及び2-3について、No.4セル、No.4セルの側面及び貯蔵ピット床に係る記載を削除する。
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「大洗研究所（南地区）核燃料物質使用施設等保安規定」の改正

MMF, MMF-2は関連した保安規定の変更はありません。




